
第9回

本力:yクー競技大会

5/ I 6.(日)9 ･･00aA-4:00p鳳

神戸∵商船大学沖
主催全日本カッター連盟
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第9回全EI本カッタ.-競技大会

主　　催　　全日本カッター連盟

主　　管　　神戸商船大学

● ∩ 後　　援　　神戸市教育委員会

神戸新聞社

デイリースポーツ新聞社

協　　賛　　川崎汽船株式会社

大阪商船三井船舶株式会社

昭和海運株式会社

ジャパンライン株式会社

日本郵船株式会社

山下新日本汽船株式会社

日　　時　　昭和40年5月16日(日曜日)

午前9時から午後4時まで

場　　神戸市　神戸商船大学沖
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第9回全日本カッター境線大会を迎えて

神戸商船大学長　　小　　　谷　　　信　　　市

新緑薫る5月､ここに全国の海事関係の大学学部から選りすぐった多数の諸君を迎

えて､第8回全日本カッター競技大会を開催することは､誠に慶祝に堪えないところ

であります｡

われわれの大学において､程度に差はあるがそれぞれ貴重な時間と経費を割いて舟

艇に関する教育又は実習訓練を課しつゝあることはご承知のことであります｡

諸君は更に課外活動の面についても､これに深い関心を抱かれ､カッター訓練を通

して心身の鍛練と術技の研鎖に精進されていることは､誠に頼母しい限りでありまし

て､深甚の敬意を表する次第であります｡

而して諸君が精魂の限り､妙技の全てを憤注してその覇を競われるのは勿論､お互

が他大学の心技に学び､その長を採り己の短を補って将来に備え､更に共に海に生き

るお互の理解と友情を深められることに思いを寄せると､本大会の意義は誠に広くか

つ大であることを痛感する次第であります｡

どうか選手諸君におかれては､本大会のもつ意義を充分認識され､終始フエアプレ　●

イの精神に徹し､正々堂々各自の力を十二分に発揮され､有終の美を収められること

を希望して止みません｡

最後に本大会の育成に御協力を賜わりました関係各位に対し深甚の謝意を表し､併

せて今後一層の御支援をお願いして､ご挨拶といたします｡
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大　　会　　役　　員

会　　長　　　　神戸商船大学　学　長

副会長　　　　神戸商船大学　学生部長

役　　員

審判長

委　員　長

総　　　　務

庶　　　　務

渉　外　広　報

接　　　　待
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進　　　　行

通　　　　信

海　技　大　学　校

海上保安大学校

鹿　児　島　大　学

水　産　大　学　校

東京　商船大学

東京　水　産大学

長　崎　大　学

日　本　大　学

防　衛　大　学　校

三　重　県立　大学

神戸商　船大学
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神戸商船大学
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出　漕　ク　ル　ー

水　産　大　学
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出　身　高　校

成　　績　　　　　覧

第1回　　①　東京水産大学

第2回　　◎　東京水産大学

第3回　　①　水産大学校

第4回　　①　神戸商船大学

第5回　①　東京水産大学

第6回　　6)東京商船大学

第7回　　①　東京水産大学

第8回　　①　神戸商船大学

第9回　　①

④　東京商船大学

(23　水産大学校

㊥　海上保安大学校

㊥　海上保安大学校

⑧　水産大学校

㊥　防衛大学校

⑧　海上保安大学校

⑧　海上保安大学校

⑧

③　神戸商船大学

⑨　東京商船大学

⑨　東京水産大学

③　水産大学校

㊥　海上保安大学校

㊥　水産大学校

⑧　神戸商船大学

⑨　東京商船大学
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レ　ー　ス　の　手　引

本大会に使用される艇は長さ9米12人潜のカッターであるゴ救命艇として使用されるものであるが一般のそれは婿脆

同型であるの紅対し､梶を切落して外観は普通の舟艇と変わりない.外板鎧張の木製でオール12本(各々長さ約4米40

握りの直径8.2糎､重さ10乃至15定巨である)マスト､セール等の蟻装品を備え帆走も可能である｡漕手はクルーと呼ば

れ艇尾より船首に向って膳右側の者が1番､同じく左側の者が2番､以下交互に3､ 4-ll, 12番と続き､ 1､ 2番をBow-

men､ 11､ 12番をStfOkemen(整調)と称して境漕のピッチを加減する任務を持つ.艇尾で舵を握るのが艇長で､指揮号

令を行っているのが艇指揮であるo艇指揮は艇の全ての拍樺を行い船長に相当するo

レース距離は折返し2000米の直線コースで行うo各艇の艇首が一直線に並んだ時､号砲の信号を以つ宅スタートし､

スタートラインより1000米の所に設置された各コース毎の回頭旗を､艇をこれに接触させずに左回り(反時計回り)吃

回頭して帰ってくる即ち｡即ちスタートラインがそのままゴ-ルラインで､ゴールは艇首がゴー)i/ラインに達した時と

する｡予選は各グループ4チームづつで分けて行うo各グループの優勝チーム及び豆瞳となったチームが敗者復活戦をr

行って1位となった計4チームによって最後に優勝戦が行われるのである｡ V-スはいずれも時間的ずれによる海況の

変化の影響等のために､タイムレースでなく着順位である.ピヅチ(1分間に漕ぐ回数)は大体30前後であるが各チー

ムとも漕法の研究を重ねているで必ずしも一定ではなく､それぞれ特色のある漕法によるピッチを持っているoレース

所要時間は10分余である.しかし､救命艇という性質上いかなる荒海でもL/-スは行われ､その様な場合には30分に

も及ぶ.カッターレースは10分余の間-腕といえども息を抜くことを許されず､しかもクール全員の呼吸が完全に一致

しなければならない｡レースの見所は､ピッチをいくらに定めるか､スタートグッVユ､回頭ラストスパートの巧拙､

風浪､海潮流の対策､利用の巧拙等たゆまぬ練習､ V-マンVツプを完全に身につけた者が初めて克服できる実技を兼

ねた､最も豪快な海のスポーツである｡
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審 則

∴ EIF] T

1使用艇､オー)i/及びゴニスはレニスの都

度抽選紅より決定する8

2　スタート

1各艇級指定の時刻､ヨ-剰頃紀従い､ヌ

クートライン紅整列する8

2 5分前をマイク紅より通達スター●トブイ

匿うく｡ブイ乾着き用意が完了したら艇

長は陸上の審判員に手を奉げて合図する

3スタート用意…号笛短声連続､手旗2原

画,号笛轟一声手旗頚上より-i回転する

4スタート:頭上め手旗を垂直に振下すと

同時に号砲を打つ0

3　審判長､審判員がスクエトを不完全と認

めた時は直ちにレースを中止せしめ､ス

タートラインに呼び返す占

諸信号､審判艇ゴニス横断｡

4　スタートに於ける号令前の飛出し言及び

艇の事故によるスタートの遅速皮は2回･

で失格であるd

5　回頭は左回頭(反時計回り)とする｡回

頭は指定の回頭旗を回頭するものとし､ I

他の回頭旗を回頭した場合､及び回頭旗　　J

紅鹿又はオールゐ一部でも接触した場合

は失格である｡

8　ゴール:艇首が規定のゴーJz/ライン絶入

った順序をもづ'{順位とし､順序は審判

員が判定する｡

7　両着の場合は追込艇の勝とする0

8　ゴ-ルイン時のスタートブイタッチは失

格としない｡

9　各艇は自己のコースを航行しもしこれを

誤って他の艇に接触その他不正行為があ

ったと審半Ij員の認めたときは失格とずる

10　L/-ス中のコースに於ける障害､自艇の

故障等は他艇の不正な接触を除く他各艇

白からこれを忍ぶべきものとする.しか
･し審判長の判断によりとの限りでない時

もある｡

ll L7-ス紅東する異議申立等ほすみやが旺

盛指揮がこれを行い､審判長が裁決する

12　オー)i,は予備2本を黄み自由に使用して

よい｡

13　補欠は2名以内自由に交替できも｡

14　オ-)i)は流したままゴ=)i)インして良い

‖
判 規
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